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５月８日(木)、ホテルライフォート札幌にお
いて、平成２０年度北海道へき地・複式教育研
究連盟の定期総会を全道１４地区の代議員の出
席を得て開催しました。
この総会に、ご来賓として、北海道教育庁生
涯学習部長（代理高橋裕教育指導監）様、道小
会長斉藤英昭様、道中会長久田哲夫様、道へき
・複連ＯＢ会長三輪勇様のご臨席をいただきま
した。総会は、釧路、根室の代議員の高橋・齋
藤両氏の議長により次第に従って議事が進めら
れました。

◇主な総会内容◇
１．業務報告
(1) 平成１９年度会務報告
①事務局（会務報告、一般経過報告、その他）
②総務部 ③研究部 ④大会部 ⑤財政部
(2) 平成１９年度組織検討委員会報告
(3) 平成１９年度会計決算報告
(4) 平成１９年度会計監査報告

２．議 事
(1) 平成１９年度各部会務報告承認に関する件
(2) 平成１９年度会計決算報告並びに監査
報告承認に関する件

(3) 平成２０年度活動方針並びに各部活動
計画について
①事務局 ②総務部 ③研究部
④大会部 ⑤財政部
(4) ６０周年記念事業に関する件
(5) 平成２０年度会計予算に関する件
(6) 第５７回全道へき地複式教育研究大会
檜山大会について

(7) 第５８回全道へき地複式教育研究大会
網走プレ大会について

３．感謝状贈呈
本連盟の活動に貢献されました次の方々に梅
木登喜雄委員長より感謝状が贈呈されました。
平成２０年度 感謝状贈呈者
副 委 員 長 桑 田 正 博 氏
副 委 員 長 瀬 川 明 廣 氏
副 委 員 長 天 井 淑 子 氏
監 査 委 員 加屋本 旬 氏
監 査 委 員 狩 野 信 也 氏
財 政 部 長 円 子 喜 史 氏
事 務 局 長 宮 下 敏 氏
研究推進委員 杉 野 幹 夫 氏
研究推進委員 五十嵐 和 幸 氏
研究推進委員 十 字 覚 氏
研究推進委員 森 弘 子 氏

定期総会の概要平成２０年度
平成２０年度 活動方針・各部計画
◇◇◇ 基本方針・具体的内容 ◇◇◇

１ 「へき地性 「小規模性 「複式形態」の３． 」 」
特性を生かした教育の充実を図るための研
究活動をより一層強力に推進する。
(1) 第７次長期５か年研究推進計画最終年
次の研究に取り組む。

。(2) 課題別・共同研究の深化と拡充に努める
(3) 第５７回全道へき地複式教育研究大会
檜山大会の成功に向け取り組む。

(4) 第５８回全道へき地複式教育研究大会
網走プレ大会への取組を推進する。

(5) 第２４回北海道へき地複式教育実践研
究発表大会の充実を図る。

(6) 全道、各地区の研究成果を還流する。

２．組織の強化と充実に努める。
(1) 各地区へき・複連との連携、組織の強
化を図る。

(2) 事務局業務の効率化と情報・要請活動
の活発化を図るとともに、組織体制の
改善について検討する。

(3) 各部活動の連携を密にして、執行体制
の見直しを図り、その強化に努める。

(4) 未加盟校及び非複式のへき地小規模校
の加盟促進を図る。

(5) 組織検討委員会を継続設置し、組織体制
の改善・財政上の諸課題の解決を図る。

(6) 連盟ＯＢ会との連携を図る。
(7) 適切な予算執行に努める。

３．教育条件の整備と拡充に努める。
(1) へき地・小規模・複式学級を有する学
校の一層の条件整備を進める。

。(2) 教職員の待遇改善を図る運動を進める
(3) 「へき地学校等級別指定見直し」にか
かわる調査・要望活動を進める。

(4) へき地・小規模・複式学級を有する学
、校及び地域の課題等の実態把握に努め

その対策について検討を進める。

． 。４ 関係機関・関係団体との連携を一層強化する
(1) 北海道教育委員会、北海道立教育研究
所、北海道小学校長会、北海道中学校
長会、北海道ＰＴＡ連合会、北海道教
育大学へき地教育研究センター及び同
大学各校、全国へき教育研究連盟等と
の連携を密にして、研究活動の深化や
条件整備、待遇改善に努める。

(2) 「全国へき地教育新聞」への寄稿、購
読の拡大に協力する。

(3) 各関係機関、関係団体との成果、資料
の交流を図る。


